
「尾
崎
三
良
自
敍
略
傳
」を
讀
む 
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博 
「
尾
崎
三
良
（
さ
ぶ
ら
う
）
自
敍
略
傳
」
（
中
公
文
庫
、
昭
和
五
十
五
年
刊
）
を
神
保
町
の
古
書
肆
の
一
つ

小
宮
山
書
店
に
て
購
入
す
。
絶
版
な
れ
ど
隱
れ
た
る
名
著
に
て
、
上
・中
・下
、
三
卷
揃
ひ
の
價
格
は
九
百

圓
な
り
き
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
「
日
本
の
古
本
屋
」
の
相
場
は
四
千
圓
前
後
な
れ
ば
、
蓋
し
良
き
買
物
と

こ
そ
言
ふ
べ
け
れ
。 

尾
崎
三
良
は
天
保
十
三
年
（一
八
四
二
年
）の
生
ま
れ
に
て
、
大
正
七
年
（一
九
一
八
年
）に
歿
せ
り
。 

こ
の
自
敍
略
傳
に
記
さ
れ
た
る
波
瀾
萬
丈
の
生
涯
は
、
登
場
人
物
も
多
彩
に
て
、
息
吐
く
間
も
な
く
一

氣
に
讀
了
し
た
り
。 

三
良
、
幼
き
頃
に
父
親
を
亡
く
し
、
辛
酸
を
嘗
む
。
三
條
實
美
の
家
人
の
養
子
と
な
り
て
信
任
を
得
、
以

後
出
世
を
重
ぬ
。
長
崎
に
學
び
た
る
の
ち
、
三
條
實
美
の
嗣
子
と
共
に
英
國
に
留
學
す
る
機
會
を
得
。
歸

國
後
は
、
太
政
官
、
露
西
亞
駐
在
一
等
書
記
官
、
太
政
官
大
書
記
官
、
内
務
大
丞
、
元
老
院
議
官
、
貴

族
院
議
員
、
第
一
次
松
方
内
閣
の
法
制
局
長
官
を
歴
任
す
。
男
爵
を
受
く
る
榮
譽
に
も
浴
す
。 

自
敍
略
傳
を
著
し
た
る
所
以
は
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
自
傳
に
觸
發
せ
ら
れ
、
自
ら
の
子
孫
に
向
け
執
筆
し
た

る
由
。
（冒
頭
部
分
の
み
口
述
筆
記
部
分
あ
れ
ど
、
以
後
の
大
部
分
は
直
筆
の
墨
書
殘
れ
り
と
ぞ
。
） 

文
語
體
は
力
強
く
、
強
記
に
基
く
克
明
な
る
記
録
は
臨
場
感
に
富
み
、
歴
史
資
料
と
し
て
は
第
一
級
の

も
の
と
評
す
べ
し
。
膨
大
な
る
に
も
拘
ら
ず
「
略
傳
」と
あ
る
は
、
英
國
時
代
に
英
國
人
教
師
の
娘
と
正
式

に
結
婚
し
、
三
人
の
娘
ま
で
儲
け
た
る
も
、
い
ざ
日
本
に
歸
國
の
段
に
、
離
婚
の
已
む
無
き
に
至
り
た
る
事

實
を
ば
一
切
伏
せ
た
る
が
爲
な
り
。
娘
の
一
人
、
テ
オ
ド
ラ
英
子
、
の
ち
に
來
日
し
、
咢
堂
尾
崎
行
雄

（
偶
々
三
良
と
同
姓
な
れ
ど
血
縁
關
係
は
無
し
。
）
に
嫁
せ
り
。
テ
オ
ド
ラ
と
行
雄
の
間
の
娘
は
、
我
が
國

同
時
通
譯
界
の
草
分
け
、
相
馬
雪
香
な
り
。 

本
書
よ
り
印
象
に
殘
る
箇
所
を
列
擧
せ
ば
、
以
下
の
通
り
。 

一
、 

長
崎
に
て
親
交
を
深
め
た
る
坂
本
龍
馬
に
對
し
、
慶
應
三
年
十
月
十
四
日
京
都
醤
油
屋
に
て
大
政

奉
還
後
の
職
制
案
（
門
地
に
關
係
せ
ざ
る
「
參
議
」
ポ
ス
ト
の
創
設
を
柱
と
す
。
）
を
示
し
、
坂
本
も

贊
成
し
全
面
協
力
を
誓
ひ
た
る
こ
と
。 

二
、 

慶
應
三
年
十
月
下
旬
西
郷
隆
盛
よ
り
船
中
に
て
祕
か
に
西
郷
の
將
來
の
運
動
方
針
及
び
目
的
（
卷

紙
二
尺
）な
る
歴
史
的
書
面
を
直
接
手
交
せ
ら
れ
た
る
こ
と
。 

三
、 

英
國
留
學
中
、
岩
倉
使
節
團
の
米
國
に
て
條
約
改
正
交
渉
を
始
め
た
り
と
の
報
に
接
し
、
か
く
の

如
き
愚
擧
を
せ
ば
歐
州
も
最
惠
國
待
遇
を
求
む
る
こ
と
必
定
な
れ
ば
、
我
が
國
に
と
り
て
不
利
と

な
ら
む
こ
と
を
注
進
せ
ん
が
た
め
、
明
治
五
年
八
月
急
遽
華
盛
頓
に
飛
び
、
木
戸
・岩
倉
を
説
得
し
、

奏
功
し
た
る
こ
と
。 

四
、 

露
西
亞
駐
在
當
時
の
兼
任
國
瑞
典
訪
問
記
に
は
、
明
治
十
三
年
十
月
當
時
の
瑞
典
國
王
と
の
遣

り
取
り
な
ど
活
寫
あ
る
こ
と
。
（小
生
も
駐
在
し
た
る
土
地
柄
な
れ
ば
、
懷
か
し
さ
一
入
な
り
。
） 

五
、 

明
治
十
八
年
十
二
月
伊
藤
博
文
の
初
代
總
理
大
臣
就
任
の
動
き
に
際
し
て
は
、
十
八
年
間
も
太
政

大
臣
を
務
め
た
る
三
條
實
美
公
を
冗
官
の
内
大
臣
と
す
る
結
果
と
な
る
故
、
三
條
公
の
内
大
臣
就

任
甘
諾
を
極
力
阻
止
せ
ん
と
し
た
る
こ
と
。 

 

文
語
的
表
現
、
歴
史
的
假
名
遣
ひ
滿
載
の
小
さ
な
る
活
字
の
文
庫
本
三
册
は
、
文
語
テ
キ
ス
ト
と
し
て
も

價
値
あ
ら
む
と
思
料
す
。 

 



 


